
第３章 主要指標の見通し

１．人口

新市の人口は、自然増に加え、他地域からの人口流入による社会増と、合併による効果

によって、平成２７年に３３，５００人になることが推計されます。

国の総人口は、平成１８年頃に増加のピークを迎え、以後は長期の減少過程に入るものと

推計されていますが、新市においては、地理的条件や恵まれた居住環境、住宅地の造成等

により、相当数の増加が見込まれるものと想定されます。

年齢別人口で見ますと、年少人口（０歳～１４歳）については、約４，２００人で構成比１２．５％、

生産年齢人口（１５歳～６４歳）については約２４，０００人で構成比７１．７％、老年人口（６５歳以

上）は約５，３００人で構成比は１５．８％になるものと推計されます。

２．世帯

平成２７年における新市の世帯数については、人口と同様に増加が見込まれることから、

目標人口を基礎に推計しますと、約１３，６００世帯と予想されますが、一世帯あたりの人員は

２．５人まで減少することが予想されます。

３．就業人口

就業人口については、人口と同様に増加傾向が続くものと推計されます。

このうち、第１次産業就業人口については、高齢化や後継者不足などにより平成２７年に

は約１，０００人に減少するものと想定されますが、第２次産業就業人口については、地理的

条件に恵まれているため約８，０００人に増加し、第３次産業就業人口についても、都市化の

進行による需要の増大により、約１１，９００人に増加するものと予想されます。
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人口及び世帯の見通し （単位：人、世帯、％）

区 分
平 成１２年
（ 実 績 ）

平 成１７年 平 成２２年 平 成２７年

総人口 ３０，７６９ ３１，４００ ３２，２００ ３３，５００

年

齢

別

人

口

年少人口
０～１４歳

５，５３１ ５，１００ ４，７００ ４，２００

１８．０ １６．２ １４．６ １２．５

生産年齢人口
１５～６４歳

２１，２７４ ２１，９００ ２２，７００ ２４，０００

６９．１ ６９．８ ７０．５ ７１．７

老年人口
６５歳以上

３，９５９ ４，４００ ４，８００ ５，３００

１２．９ １４．０ １４．９ １５．８

年齢不詳
５ ― ― ―

０．０ ― ― ―

就業人口 １６，４５１ １７，６００ １９，２００ ２０，９００

第１次産業
１，４３６ １，３００ １，１００ １，０００

８．７ ７．４ ５．７ ４．８

第２次産業
６，２５１ ６，７００ ７，５００ ８，０００

３８．０ ３８．１ ３９．１ ３８．３

第３次産業
８，７３８ ９，６００ １０，６００ １１，９００

５３．１ ５４．５ ５５．２ ５６．９

分類不能
２６ ― ― ―

０．２ ― ― ―

世帯数 １０，９８５ １１，６００ １２，３００ １３，６００

１世帯あたり人員 ２．８ ２．７ ２．６ ２．５

注）人口推計については国勢調査の人口を基に、推計したものです。就業人口、世帯数については各町村の昭

和５５年から平成１２年までの増減率を参考に推計しました。
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